
（
中
条

）
順
之
助
・

大
谷
嘉
兵
衛
・

岡
野
屋
（
岡
野

）
利
兵
衛
な
ど
が

活
躍
し
た
。

彼
ら
の

中
か
ら
後
年
、

「
横
浜
財
閥

」
と

呼
ば
れ

る

大
商
人
が

育
っ

た
。

こ

の

時
期
の

主
要
輸
出
品
は
、

前
期
で

は
生
糸
・

茶
・

蚕
種
が
上
位
三
位
を
占
め
、

昆
布
・

干
あ
わ
び
・

す
る
め
の

水
産
物
三
品

が
こ

れ
に

次
ぎ
、

銅
・

漆
器
・

陶
磁
器
な
ど
が

加
わ
る
。

明
治
十
一

年
（
一

八
七
八

）
か
ら
絹
織
物
、

同
十
三
年
か
ら

綿
織
物
、

同

二

十
年
ご
ろ
か
ら
絹
ハ

ン

カ

チ
の

進
出
が
目
立
ち
、

代
っ

て

初
期
に

は
上
位
を
占
め
て

い

た
蚕
種
は
、

同
十
九
年
以
降
は

消
滅
す

る
。

銅
は
、

同
十
七
年
ご
ろ
か
ら
急
増
し
て
、

輸
出
品
第
三
位
を
占
め

る
と
い

う
変
化
は
あ
る
が
、

生
糸
・

茶
の

上
位
は
変
わ
り
な

い
。

生
糸
・

茶
の

売
込
商
が

財
を
な
し
た
所
以
で

あ
る
。

主
要
輸
入
品
は
、

初
期
で

は
、

綿
糸
を
一

位
と
し
、

明
治
十
三
年
ま
で

は
、

全
国
輸
入
の

九
〇
㌫
以
上
を
占
め
、

綿
織
物
・

毛
織

物
・

砂
糖
と
つ

づ

く
が
、

や
が
て
、

鉄
鋼
・

機
械
・

薬
品
な
ど
重
化
学
工

業
製
品
と

綿
花
の

比
重
が

上
昇
し
、

綿
織
物
や
綿
糸
の

比

重
が

減
少
す
る
。

こ

う
し
た
貿
易
品
の

変
化
は
、

輸
出
品
は

海
外
の

景
気
を
、

輸
入
品
は

国
内
産
業
の

展
開
を
そ
の

ま
ま
反
映
し
た
も
の

で

あ
る
。

そ
の

い

ず
れ
に

し
て

も
、

売
込
商
・

引
取
商
の

活
躍
に

よ
る
も
の

で

あ
る
。

条
約
改
正
に

よ
る

商
権
回
復
は
、

日
本
商
社
の

直
接
輸
出
入
を
可
能
に

し
、

居
留
地
に

商
館
を
構
え
た

外
国
商
社
は
、

次
第
に

そ

の

姿
を
消
し
て

行
っ

た
。

明
治
十
三
年
（
一

八
八
〇

）、

外
国
の

銀
行
・

商
社
に

対
抗
し
て
、

日
本
の

貿
易
の

発
展
を
は
か
る

目
的
で

開
業
し
た
横
浜
正
金
銀
行
（
明
治
二

十
年
七
月
七
日
横
浜
正
金
銀
行
条
例
公
布
。

東
京
銀
行
の

前
身
）
は
、

自
立
し
た
日
本
商
社
を

強
力
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に

あ
と
お
し
を
し
た
。

貿
易
関
連
工

業

が
盛
ん
に
な
る

明
治
十
年
ご
ろ
は
、

神
奈
川
県
の

繭
一

人
当
た
り
の

生
産
量
は
、

全
国
平
均
を
上
回
っ

た
が
、

生
糸
は
こ

れ
を

下
回
っ

た
。

し
か
し

横
浜
の

生
糸
貿
易
の

発
展
は
こ

の

地
方
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、

そ
の

生
産
量
を
飛
躍

的
に

増
加
さ
せ

た
。

明
治
二

十
年
（
一

八
八
七

）
に

は
、

明
治
十
年
の

生
産
量
の

七
・

七
倍
に

な
っ

た
。

中
で

も
津
久
井
郡
の

増
加

率
は
三
十
六
倍
に

も
の

ぼ
り
、

愛
甲
・

高
座
二

郡
を
加
え
た
三
郡
で
、

県
内
の

総
生
産
量
の

九
三
㌫
を
占
め
、

さ
ら
に

大
住
・

足
柄

上
郡
へ

も
増
加
の

波
は

及
ん

だ
。

し
か

も
そ
の

大
部
分
が
、

小
農
民
の

農
間
余
業
で

あ
っ

た
。

中
に

は
少
数
な
が
ら
、

数
人
か
ら

数

十
人
の

労
働
者
を
雇
い
、

簡
単
な
器
械
設
備
を
備
え
た
手
工

業
的
な
作
業
所
（
マ

ニ

フ

ァ

ク
チ
ュ

ア

）
も
あ
ら
わ
れ
て

い

た
。

中
郡
・

高
座
郡
・

鎌
倉
郡
に

も
製
糸
工

場
が
つ

く
ら
れ
、

相
武
の

台
地
は

急
速
に

桑
畑
と
な
っ

て

行
っ

た
。

ま
た
絹
ハ

ン

カ

チ
が

輸
出
品
に

登
場
す
る
と
、

横
浜
近
郊
の

帷
子
川
や
大
岡
川
の

流
域
に

染
物
工

場
が

発
達
し
、

ハ

ン

カ

チ
の

ふ

ち
取
り
工

場
や
内
職
が

生
ま
れ
た
。

多
摩
川
の

河
口

付
近
に

は
、

台
湾
や
ジ
ャ

ワ

か
ら
輸
入
し
た

原
粗
糖
を
再
生
す
る

横
浜
製
糖
会

社
が

設
立
さ
れ
た
。

砂
糖
の

輸
入
は
、

綿
業
関
係
製
品
の

輸
入
の

比
重
が

低
下
す
る
と
、

横
浜
輸
入
品
の
一

位
と
な
る

年
が

多
く
な

っ

て

い

た
。

神
奈
川
町
で

は
、

上
海
や
イ
ン

ド
向
け
の

絹
靴
下
が

製
造
さ
れ
、

メ

リ
ヤ
ス

工

業
が

発
達
し
た
。

川
崎
の

田
島
付
近
で

は
、

麻
真
田
紐
や
麦
稈
真
田
の

工

場
が

設
立
さ
れ
て
、

輸
出
品
を
造
っ

た
。

明
治
末
年
の

県
下
の

工

業
は
八
百
十
三
工

場
の

う
ち
、

染
織
工

場
は
四
百
十
七
、

機
械
工

場
が

五
十
二
、

化
学
工

場
が
二

十
四
、

撚
糸
関
係
が
二

百
八
十
八
で
、

撚
糸
関
係
は
主
と
し
て

農

村
地
帯
に

あ
っ

た
。
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横
浜
市
内
で

は
、

居
留
外
国
人
や
貿
易
関
連
の

雑
工

業
が

起
こ

っ

た
。

漆
器
・

茶
箱
・

七
宝
焼
・

花
火
な
ど
の

輸
出
用
品
、

印
刷

・

製
靴
・

マ

ッ

チ
・

石
け
ん
・

ビ

ー
ル

な
ど
の

外
国
人
向
け
日
常
雑
貨
な
ど
、

そ
の

業
種
は
多
岐
に

わ
た
っ

た
。

と

く

に

た

ば
こ

は
、

江
戸
時
代
以
来
有
力
な
生
産
地
で

あ
っ

た
秦
野
地
方
の

生
産
が

急
速
に
の

び
、

現
地
で

刻
み
た
ば
こ

の

加
工

業
が

発
展
し
、

横

浜
市
内
に

も
、

煙
草
製
造
所
が

設
立
さ
れ
て

い

た
。

や
が
て

こ

れ
ら
の

貿
易
関
連
産
業
は
成
長
し
て
、

国
内
向
け
製
品
の

生
産
に

も
着
手
す
る
よ
う
に

な
る
。

津
久
井
郡
の

絹
織
物
業

者
が
、

北
相
模
織
物
同
業
組
合
を
結
成
し
て

八
王
子
織
物
組
合
か
ら
独
立
し
、

甲
州
絹
や
相
州
絹
を
原
料
に
、

絽
や
座
ぶ
と
ん

地
を

織
っ

て
、

上
野
原
や
八
王

子
へ

移
出
し
た
の

は
、

そ
の
一

例
で

あ
る
。

他
の

雑
工

業
も
、

や
が
て

国
内
向
け
産
業
と
し
て

成
長
を
と

げ
る
の

で

あ
る
。

造
船
業
も
ま
た
、

貿
易
発
展
に

関
連
し
て

急
展
開
を
示
し
た
。

県
下
の

造
船
業
は
、

幕
末
の

海
防
問
題
に

対
処
す
る
た
め
、

幕
府

経
営
の

製
作
所
が
ひ

ら
か
れ
て

い

た
が
、

明
治
に

な
っ

て
、

そ
の

中
の

横
浜
製
作
所
が
、

平
野
富
二

に

貸
与
に

な
っ

た
が
、

平
野
は

こ

こ

に

イ
ギ
リ
ス

人
技
師
ア
ー

チ
ボ
ル

ト
・

キ
ン

グ
を
招
い

て

技
師
長
と
し
、

船
舶
用
機
関
お
よ
び
一

般
諸
機
械
、

そ
の

他
銀
行
の

金
庫
な
ど
を
製
造
し
て

い

た
が
、

海
軍
省
の

許
可
を
得
て
、

明
治
十
七
年
（
一

八
八
四

）、

東
京
築
地
の

石
川
島
造
船
所
に

移
築
合
併

し
た
。

そ
の

工

作
機
械
は
、

オ
ラ
ン

ダ
・

ア
メ

リ
カ
・

イ
ギ
リ
ス

・

フ

ラ
ン

ス

諸
国
の

製
品
が

多
く
、

石
川
島
造
船
所
の

能
力
を
著

し
く
向
上
さ
せ
、

移
築
の

翌
年
に

は
、

海
軍
省
の

発
注
を
受
け
て
、

六
百
二

十
四
ト
ン

の

砲
艦
鳥
海
を
建
造
す
る
一

方
、

横
浜
港
近

く
の

鉄
橋
大
江
橋
や
、

東
京
府
の

人
道
・

車
道
兼
用
の

吾
妻
橋
の

鉄
橋
な
ど
を
建
造
し
た
。
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明
治
八
年
（
一

八
七
五

）
に

は
、

郵
便
汽
船
三
菱
会
社
の

社
長
岩
崎
弥

太
郎
は
、

横
浜
海
岸
通
り
の

建
設
中
の

造
船
器
械
所
を
買
収
し
、

三
菱
製

鉄
所
と

改
め
、

船
舶
の

修
理
業
を
開
始
し
た
。

主
要
航
路
が
、

横
浜
を
起

点
と
し
て

い

る
の

で
、

修
理
工

場
が

必
要
で

あ
っ

た
の

で

あ
る
。

は
じ
め

外
商
と
の

共
同
経
営
で

あ
っ

た
が
、

明
治
十
二

年（
一

八
七
九

）独
立
し
、

や
が
て

横
浜
石
川
島
製
鉄
所
と
並
ぶ

大
工

場
と

な
っ

た
。

明

治
十
八

年

（
一

八
八
五

）
郵
便
汽
船
三
菱
会
社
が

共
同
運
輸
会
社
と

合
併
し
て

日
本
郵

船
会
社
と
な
る
と
、

日
本
郵
船
会
社
横
浜
鉄
工

所
と

改
称
し
た
。

明
治
二

十
四
年
（
一

八
九
一

）、
原
善
三
郎
・

茂
木
惣
兵
衛
ら
の

横
浜
財

閥
グ
ル

ー
プ
と
、

渋
沢
栄
一

・

益
田
孝
ら
東
京
グ
ル

ー
プ
と
の

協
同
で
、

横
浜
船
渠
会
社
が

設
立
さ
れ
、

日
本
郵
船
横
浜
鉄
工

所
を
買
収
し
、

明
治

三
十
一

年
（
一

八
九
八

）
船
渠
会
社
の

営
業
を
開
始
し
た
。

大
資
本
と

新

技
術
を
必
要
と

す
る
こ

れ
ら
の

重
工

業
の

創
業
に

苦
難
は
あ
っ

た
が
、

や

が
て

海
運
国
日
本
を
築
き
、

今
日
の

京
浜
工

業
地
帯
の

起
点
と
な
る
も
の

で

あ
っ

た
。

横浜船渠3号ドック　『横浜商工会議所月報』から
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世
界
に
の

び

る
横
浜
航
路

驚
異
的
に

伸
び
る

輸
出
入
品
を
、

海
外
か
ら
運
び
、

海
外
へ

運
び
出
す
の

は
、

外
国
船
で

あ
っ

た
。

と
く
に

幕
末

以
来
、

サ
ン

フ

ラ
ン

シ

ス

コ

－
上
海
間
に

航
路
を
も
ち
、

明
治
三
年
（
一

八
七
〇

）
以
来
、

横
浜
－
神
戸
－
長
崎

－
上
海
の

定
期
線
を

開
い

た
ア
メ

リ
カ

の

太
平
洋
郵
船
会
社
は
、

貨
客
の

多
い

横
浜
－
神
戸
間
の

運
送
を
も
支
配
し
て

い

た
。

た
ま

た
ま
明
治
七
年
（
一

八
七
四

）
台
湾
征
討
の

時
、

政
府
は

軍
事
輸
送
を
こ

の

会
社
に

依
頼
し
よ
う
と
し
た
が
、

ア

メ

リ
カ

政
府
が

局

外
中
立
を
宣
言
し
た
た
め
、

不
可
能
と
な
っ

た
。

政
府
は
急
い

で

外
国
船
十
三
隻
を
買
い

入
れ
、

こ

れ
を
三
菱
商
会
に

委
ね
て

急
場

を
切
り
抜
け
た
。

戦
後
、

三
菱
商
会
は
、

こ

の

実
績
を
も
と
に

ア
メ

リ
カ

太
平
洋
郵
便
会
社
と
は
げ
し
い

競
争
の

末
、

上
海
航
路
か

ら
追
い

お

と
し
た
。

上
海
航
路
は
、

わ
が

国
最
初
の

海
外
定
期
航
路
で

あ
る
。

ア
メ

リ
カ

船
会
社
の

退
却
に

代
わ
っ

て
、

イ
ギ
リ
ス

屈
指
の

彼
阿
汽
船
会
社
が
あ
ら
わ
れ
た
が
、

こ

れ
も
は
げ
し
い

競
争
の

末
、

退
却
さ
せ
た
。

こ

の

彼
阿
会
社
は
、

輪
入
の

増
加
し
つ

つ

あ
る

イ
ン

ド
綿
の

輸
送
を
独
占
し
て

い

た
も
の

で

あ
る
。

明
治
九
年
（
一

八
七
六

）
の

こ

と
で

あ
る
。

三
菱
商
会
は
郵
便
汽
船
三

菱
会
社
と

称
し
て

い

た
が
、

こ

の

年
政
府
は
、

さ
ら
に

上
海
航
路
・

京
浜
－
阪
神
航
路
・

横
浜
－
函
館
航
路
・

横
浜
－
新
潟
航
路
・

横
浜
－
四
日
市
航
路
・

長
崎
－
釜
山
航
路
の

六
つ

の

命
令
航
路
を
指
定
し
た
。

六
つ

の

指
定
航
路
の

う
ち
、

五
つ

が

横
浜
の

起
点
で

あ
る
。

外
国
貿
易
港
横
浜
は
、

国
内
航
路
の

中
心
と

も
な
っ

た
の

で

あ
る
。

内
外
航
路
を
独
占
し
た
三
菱
会
社
は
、

貨
客
の

運
賃
を

不
当
に

引
き
上
げ
て

独
占
価
格
を
押
し
つ

け
た
。

こ

れ
に

反
発
し
た
最
大
の

貿
易
商
社
三
井
や
、

品
川
弥
次
郎
ら
に

よ
っ

て
、

共
同

運
輸
会
社
が

設
立
さ
れ
、

三
菱
会
社
と
は
げ
し
い

競
争
を

開
始
し
た
。

そ
の

た
め
、

両
社
は
巨
額
の

欠
損
を
重
ね
、

共
倒
れ
に

な
る

危
険
を
生
じ
た
の

で
、

明
治
十
八
年
（
一

八
八
五

）、

政
府
命
令
で

両
社
を
合
併
し
、

日
本
郵
船
会
社
が

設
立
さ
れ
た
。

日
本
郵
船
会
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社
は
、

国
内
沿
岸
航
路
に

重
点
を
お
い

て
、

対
外
航
路
と
し
て

は
、

政
府
命
令
に

よ
る
上
海
や
ウ
ラ
ジ
オ
ス

ト
ッ

ク
な
ど
、

近
海
航

路
に

と
ど
ま
っ

て

い

た
。

遠
洋
航
路
で

は
、

先
進
諸
国
企
業
が

海
運
同
盟
を
結
ん
で

固
く
縄
張
り
を
定
め
、

そ
れ
に

挑
戦
す
る
こ

と

は
危
険
で

あ
っ

た
か
ら
で

あ
る
。

海
運
同
盟
は
、

協
定
に

よ
る
独
占
的
運
賃
を
押
し
つ

け
、

荷
主
を
苦
し
め

た
。

と
く
に

次
第
に

増
加
し
つ

つ

あ
る
イ
ン

ド
綿
の

運

搬
は
彼
阿
汽
船
会
社
ら
三
社
に

独
占
さ
れ
、

イ
ン

ド
側
も
日
本
紡
績
業
者
も
そ
の

高
額
運
賃
に

苦
し
ん
だ
。

つ

い

に

明
治
二

十
四
年

（
一

八
九
一

）
イ
ン

ド
綿
花
商
と

日
本
側
と
の

話
合
い

の

結
果
、

明
治
二

十
六
年
、

日
本
郵
船
広
島
丸
が

神
戸
港
か
ら
出
港
し

て

ボ

ン

ベ

イ
航
路
を
開
い

た
。

遠
洋
航
路
の

第
一

号
で

あ
る
。

政
府
は
、

本
航
路
を
特
定
航
路
に

指
定
し
、

起
点
を
神
戸
か
ら
横
浜
に

移

し
、

毎
月
一

回
横
浜
と
ボ
ン

ベ

イ
を
出
航
さ
せ
た
。

ひ

き
つ

づ
い

て

明
治
二

十
九
年
（
一

八
九
六

）
に

は
、

欧
州
航
路
の

第
一

船
土
佐
丸
が
、

ア
ン

ト
ワ

ー
プ
に

向
け
て

横
浜
港
大
桟

橋
か
ら
出
航
し
た
。

当
初
は

月
一

回
、

や
が
て

二

週
間
に
一

回
と

増
便
し
た
。

明
治
二

十
九
年
（
一

八
九
六

）
に

は
、

香
港
－
神
戸
－
横
浜
－
北
米
シ

ア
ト
ル

間
の

北
米
航
路
を
開
設
し
た
。

サ
ン

フ

ラ

ン

シ

ス

コ

で

綿
花
を
つ

み
と

る
こ

と
を
主
な
目
的
と
し
た
が
、

そ
の

輸
送
航
路
は
太
平
洋
郵
船
会
社
な
ど
の

二

社
が

押
え
て
い

た
の

で
、

ア

メ

リ
カ

鉄
道
と

提
携
し
て
、

シ

ア
ト
ル

を
終
点
と
し
た
の

で

あ
る
。

第
一

船
三
池
丸
が

神
戸
か
ら
出
航
し
た
。

同
じ
年
政
府
は
、

横

浜
と

濠
州
ア
デ
レ

ー

ト

間
の

濠
州
航
路
を
特
定
助
成
航
路
に

指
定
し
、

そ
の

第
一

船
山
城
丸
は
横
浜
を
出
航
し
た
。

濠
州
移
民
の

輸

送
が
主
な
目
的
で

あ
っ

た
が
、

白
人
濠
州
主
義
に

阻
ま
れ
、

成
果
は
上
が
ら
な
か
っ

た
の

で
、

フ

ィ

リ
ピ

ン

の

マ

ニ

ラ

に

寄
港
な
ど
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し
て
、

集
貨
に

つ

と
め
た
。

明
治
二

十
九
年
に

は
、

浅
野
総
一

郎
が
、

渋
沢
栄
一

・

原
善
三
郎
・

大
倉
喜
八
郎
ら
の

財
界
有
力
者
と

東
洋
汽
船
会
社
を
創
立
、

最
初
か
ら

遠
洋
航
路
を
目
的
と
し
、

神
戸
－
横
浜
－
サ
ン

フ

ラ
ン

シ

ス

コ

を
結
ぶ

北
米
航
路
を
ひ

ら
き
、

世
界
的
優
秀
客
船
天
洋
丸
・

地
洋
丸
・

春
洋
丸

（
各
一

万
三
千
五
百
総
ト
ン

）
を
三
菱
造
船
所
に

発
注
し
て

建
造
し
、

北

米
航
路
に

就
航
さ
せ
、

明
治
三
十
八

年
（
一

九
〇
五

）
に

は
、

香
港
－

神
戸
－
ア
メ

リ
カ

東
海
岸
を
経
て
、

チ
リ
の

パ

ラ
グ
ァ

イ
に

至
る

南
米

航
路
西
岸
線
を
ひ
ら
き
、

大
阪
商
船
は
、

香
港
－
上
海
－
神
戸
－
横
浜

－
シ

ア
ト
ル

を
経
て
、

タ
コ

マ

を
結
ぶ

北
米
航
路
を
開
い

た
。

こ

う
し
た
外
国
航
路
は
、

す
べ

て

横
浜
を
起
点
と

す
る
か
、

ま
た
は

寄
港
地
と
し
、

横
浜
港
の

繁
栄
を
一

層
大
き
く
し
た
。

多
く
の

銀
行

が

で

き

る

松
方
デ
フ

レ

で

不
況
の

風
が

吹
き
あ
れ

て

い

る

こ

ろ
、

農
村
部
に

銀
行
類
似
の

機
関
が
で

き
た
こ

と
は

前
述
し
た
が
、

こ

れ
は

前
近
代
的
高
利
貸
金
融
業
で
、

農
民
騒
擾
の

目

天洋丸　『日本郵船株式会社50年史』から
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標
と

な
っ

た
が
、

政
府
は
、

明
治
二

十
六
年
（
一

八
九
三

）「
銀
行
条
例

」

を
施
行
し
、

近
代
的
銀
行
の

育
成
を
は
か
っ

た
。

こ

れ
に

よ
っ

て
、

日

清
戦
争
の

ブ
ー
ム

を
背
景
に

多
く
の

銀
行
が

設
立
さ
れ
て
、

明
治
三
十

四
年
（
一

九
〇
一

）
に

は

全
国
に
一

千
八
百
六
十
七
銀
行
を

数
え

た
。

貿
易
関
連
の

諸
業
が

成
長
す
る

神
奈
川
県
も
例
外
で

は
な
い
。

明
治
二

十
六
年
（
一

八
九
三

）
小
田
原
銀
行
・

横
浜
の

若
尾
銀
行
（
生
糸
貿
易
・

製
糸
業
を
は
じ
め

多
方
面
の

事
業
を
行
っ

て

い

た

若
尾
家
の

機
関
銀
行
）・
相

陽
銀
行
を
は
じ
め
と
し
、

明
治
二

十
八
年
に

は
、

横
浜
商
業
銀
行
（
洋

糸
織
物
商
木
村
利
右
衛
門
・

銅
鉄
商
佐
藤
政
五
郎
ら
が
「
横
浜
綿
糸
綿
花
金
属

株
式
取
引
所

」
の

機
関
銀
行
と
し
て

創
立

）
・

左
右
田
銀
行
（
左
右
田
一

族

の

出
資
銀
行
）・
茂
木
銀
行（
生
糸
売
込
商
茂
木
商
店
の

機
関
銀
行
）・
松
田
銀

行
・

神
奈
川

銀
行
（
米

塩

雑
穀
問
屋
商
加
藤
八
郎
右
衛
門
・

米
穀
商
水
橋

太
平
・

和
洋
酒
商
伊
藤
与
右
衛
門
・

米
穀

肥
料
商
渡
辺
喜
八
郎
ら
が

設
立

）

・

平
塚
銀
行
（
藤
沢
の

豪
商

稲
元
屋
の

分
家
今
井
政
兵
衛
取
締
役

）・
武
蔵

商
業
銀

行
（
製
茶
売
込
商
大
谷
幸
兵
衛
・

米
問
屋
黒
部
与
八
・

同
稲
垣
弥
三

若尾銀行　『横浜商工会議所月報』から
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郎
ら
が

組
織
）・
横
浜
蚕
糸
銀
行
（「
横
浜
蚕
糸
外
四
品
取
引
所
」
の

機
関
銀
行
）・
横
浜
貿
易
銀
行
（
生
糸
売
込
商
金
子
政
吉
・

原
富
太
郎
ら

が
創
立
、

生
糸
金
融
を
行
う

）
な
ど
、

ま
ず
横
浜
に

多
く
あ
ら
わ
れ
、

明
治
三
十
年
（
一

八
九
七

）
ご
ろ
か
ら
は
、

足
柄
上

郡
酒
田
村

（
開
成
町
）の
酒
田
銀
行
、

足
柄
村
（
小
田
原
市
）
に

足
柄
銀
行
、

小
田
原
町
（
小
田
原
市
）
に

小
田
原
通
商
銀
行
、

金
田
村
（
厚
木
市
）

に

金
田
興
行
銀
行
、

桜
井
村（
小
田
原
市
）
に

桜
井
共
益
銀
行
・

橘
樹
郡
中
原
村
に

中
原
銀
行
（
頭
取
は
地
元
の

毛
織
経
営
者
朝
山
信
平
）

・

高
津
村
に

高
津
銀
行
、

川
崎
町
に

川
崎
共
立
銀
行
・

川
崎
銀
行
、

大
師
河
原
村
に

大
師
銀
行
（
以
上
川
崎
市
）・
鎌
倉
郡
鎌
倉
町
に

鎌
倉
銀
行
、

戸
塚
町
に

戸
塚
銀
行
、

浦
賀
町
に

浦
賀
銀
行
な
ど
、

一

村
一

町
単
位
で
、

資
本
金
も
三
万
円
か
ら
五
、

六
万
円
の

小
銀

行
が

続
出
し
、

銀
行
条
例
施
行
の

明
治
二

十
六
年
か
ら
三
十
五
年
（
一

八
九
三
〜
一

九
〇
二

）
ま
で

の

間
に
、

四
十
一

行
を
数
え
た
。

し
か

も
、

ど
の

銀
行
も
預
金
残
高
よ
り
も
貸
出
残
高
が
は
る
か
に

多
く
、

旺
盛
な
資
金
需
要
を
物
語
っ

て

い

る
。

こ

の

こ

と
は
、

そ

の

設
立
者
の

ほ
と
ん
ど
が

貿
易
関
連
企
業
家
・

商
人
で

あ
る
こ

と
と

合
わ
せ
て
、

横
浜
貿
易
に

よ
る

県
下
諸
産
業
の

活
発
化
の

反
映

と
み
ら
れ
る
。

「
横
浜
毎
日
新
聞
」
が

東
京
に

去
っ

て

空
白
十
二

年
の

の

ち
、

明
治
二

十
三
年
（
一

八
九
〇

）
に

発
刊
さ
れ
た
新
聞
が

「
横
浜
貿
易

新
聞
」
で

あ
っ

た
。

こ

の

新
聞
は
、

横
浜
貿
易
商
組
合
の

機
関
紙
と

し
て
、

二

月
一

日
創
刊
、

そ
の

体
裁
は
菊
判
、

三
段
組
み

十
二

ペ

ー
ジ
で
、

貿
易
商
の

官
報
を
目
標
に

し
た
も
の

で
、

紙
面
の

大
部
分
を
生
糸
・

絹
織
物
・

茶
・

海
産
物
な
ど
の

商
品
に

あ
て

た
。

貿
易
商
は
数
十
部
を
ま
と
め
て

購
入
し
、

国
内
の

取
引
先
に

配
布
し
た
。

一

時
休
刊
し
た
が
、

明
治
二

十
七
年
（
一

八
九
四

）
八
月
十

五
日
復
刊
し
た
。

貿
易
商
組
合
と
の

関
係
を
絶
っ

た
独
立
経
営
で
、

横
浜
に

お

け
る

唯
一

の

日
刊
実
業
新
聞
と
し
て

順
調
に

成
長
を
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つ

づ

け
た
が
、

明
治
三
十
四
年
（
一

九
〇
一

）
二

月
十
五
日
に

発
刊
し
た
新
鋭
の

新
聞
紙
「
横
浜
毎
夕
新
聞
」
の

改
題
し

た
「
横
浜

新
報
」
と

合
併
し
て

廃
刊
し
た
時
は
、

四
千
三
百
五
十
四
号
を
数
え
た
。

し
か
し

合
併
十
日
後
に

は
、

「
横
浜
新
報
」
は
、

「
貿
易
新

報
」
と
改
題
し
、

七
段
組
み

総
ル

ビ

付
き
六
ペ

ー
ジ
の

堂
々

た
る
一

般
紙
と
し
て

再
生
し
た
。

一

般
紙
で

は
あ
っ

た
が
、

貿
易
の

名

に

ふ
さ
わ
し
く
、

横
浜
港
の

出
入
船
舶
や
生
糸
市
況
な
ど
の

経
済
記
事
に

も
力
を
そ
そ
ぎ
、

発
行
部
数
も
一

万
六
千
に

及
ん
だ
。

明

治
三
十
九
年
（
一

九
〇
六

）、

二

千
号
も
超
え
た
機
会
に
、

紙
名
を
「
横
浜
貿
易
新
報
」
と

改
め
、

明
治
か
ら
大
正
に

か

け
て

い

よ
い

よ
発
展
し
て
、

全
盛
期
に

は

十
三
万
部
に

達
し
、

地
方
紙
の

最
有
力
紙
と
な
っ

た
。

し
か
し
昭
和
十
年
（
一

九
三
五

）
に

社
に

内
紛
が
お
こ

り
、

休
刊
を
重
ね
て

急
速
に

衰
え
、

昭
和
十
七

年
（
一

九
四
二

）、
一

県
一

紙
の

統
制
を
う
け
、

県
内
の

各
紙
は
、

「
横
須
賀
日
日
新
聞
」
の

後
身
で

あ
る

「
神
奈
川
日
日
新
聞
」
を
中
心
と
し
て

統
合
さ
れ
、

「
神
奈
川
新
聞
」
と
な
っ

た
。

衰
弱
し

た
と
は
い

え
、

な
お

生
命
を
保
っ

て

い

た
「
横
浜
貿
易
新
報
」
も
、

そ
の

中
に

吸
収
さ
れ
て

姿
を
消
し
た
。

湘
南
再
び
よ

み

が

え

る

古
代
に

「
こ

ゆ
る
ぎ
の

浜
」
と
よ
ば
れ
て
、

都
び
と
に

親
し
ま
れ
た
相
模
湾
海
岸
は
、

近
代
に

な
り
、

再
び
都
び

と
の

口

に

の

ぼ
る
よ
う
に

な
っ

た
。

近
代
の

都
は
、

い

う
ま
で

も
な
く
東
京
で

あ
る
。

わ
が

国
の

近
代
医
学
の

開
拓
者
の
一

人
陸
軍
軍
医
総
監
松
本
順
は
、

大
磯
（
大
磯
町

）
の

海
岸
が
、

海
水
浴
場
と
し
て

好
適
で

あ

る
こ

と
に

着
目
し
、

大
磯
の

旅
館
宮
代
館
主
に

す
す
め
、

洋
式
海
水
浴
場
の

施
設
を
つ

く
ら
せ

た
。

明
治
十
八

年
（
一

八
八
五

）
の

こ

と
で

あ
る
。

さ
ら
に

調
査
の

結
果
、

大
磯
の

海
に

は
バ

ク
テ
リ
ア
も
発
生
し
て

い

な
い

こ

と
が
わ
か

り
、

松
本
は
「
海
水
浴
法
概
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説
」
を
著
し
て
、

海
水
浴
の

方
法
を
解
説
す
る
と
と
も
に
、

大
磯
を

紹
介
し

た
。

明
治
二

十
年
（
一

八
八
七

）
に

は
、

鉄
道
が

国
府
津
ま
で

開
通
し
、

大
磯

停
車
場
も
設
け
ら
れ
、

東
京
・

横
浜
か
ら
も
便
利
と
な
っ

た
。

大
磯
の

海
水
浴

場
は
、

年
と
と

も
に

に

ぎ
わ
い

を
増
し
た
。

海
水
浴
客
の

た
め
の

新
し
い

施
設

を
備
え
た

旅
館
が

開
か
れ
る
と
と
も
に
、

政
界
・

財
界
の

有
力
者
は
、

滞
在
の

た
め
の

個
人
別
荘
を
持
つ

よ
う
に

な
っ

た
。

冬
季
も
気
温
は
あ
た
た
か
く
、

絶

好
の

避
寒
地
で

も
あ
っ

た
か

ら
で

あ
る
。

大
磯
に

つ

づ
い

て

平
塚
・

茅
ケ
崎
、

そ
し
て

片
瀬
や
鎌
倉
の

海
岸
に

も
海
水

浴
場
が

開
か

れ
て

行
き
、

こ

れ
ら
を
含
め
て
、

湘
南
と

よ
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ

た
。

中
国
景
勝
の

地
湘
水
の

南
方
を
指
す
地
名
を
、

相
州
の

南
部
に

も
じ
っ

た

も
の

で

あ
る
。

ド
イ
ツ

人
医
師
ベ

ル

ツ

も
、

三
浦
半
島
や
、

真
鶴
（
真
鶴
町
）
が
、

冬
期
療

養
地
や
海
水
浴
場
と
し
て

適
地
で

あ
る
こ

と

を
説
い

た
。

そ
の

す
す
め
で
、

明

治
二

十
年
代
に

は
、

ベ

ル

ツ

や
イ
タ
リ
ヤ

公
使
ら
の

別
荘
が

葉
山
に

つ

く

ら

れ
、

有
栖
川
宮
や
北
白
川
宮
の

別
邸
が
つ

く
ら
れ
た
。

有
栖
川
宮
別
邸
に
、

英

大磯の海水浴場　県立文化資料館蔵
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照
皇
太
后
や
皇
太
子
（
後
の

大
正
天
皇
）
も
保
養
の

た
め

滞
在
し
た
こ

と
が

機
縁
と
な
っ

て
、

明
治
二

十
七
年
（
一

八
九
四

）、

天
皇
家

の

別
邸
、

い

わ
ゆ
る

葉
山
御
用
邸
が

完
成
し
た
。

葉
山
と

反
対
の

西
に

あ
る
小
田
原
に

も
、

ベ

ル

ツ

の

保
証
も
あ
っ

て

か
、

政
界
財
界
の

有
力
者
の

別
荘
が

相
つ

い

で

あ
ら

わ

れ

た
。

中
で

も
夏
島
で

憲
法
草
案
を
練
っ

た
伊
藤
博
文
は
、

憲
法
発
布
の

翌
年
、

小
田
原
に

別
邸
を
つ

く
り
、

滄
浪
閣
と

名
付
け
、

こ

こ

で

新
民
法
の
一

部
が

起
草
さ
れ
た
。

小
田
原
に

も
御
用
邸
が

建
て

ら
れ
、

葉
山
と

並
ん
で

高
級
別
荘
地
と
な
っ

た
。

や
が
て

伊
藤
博
文
は
、

小
田
原
の

別
邸
に

赴
く
途
中
、

一

泊
す
る
こ

と
の

多
か
っ

た
大
磯
の

地
に

愛
着
を
覚
え
、

こ

の

地
に

別
荘

を
構
え
て
、

小
田
原
の

別
邸
を
売
却
し
、

滄
浪
閣
の

名
を
こ

こ

に

移
し
た
。

明
治
二

十
九
年
（
一

八
九
六

）
の

こ

と
で

あ
る
。

滄
浪
閣
が

大
磯
に

移
る
と
、

日
本
の

政
商
三
井
・

岩
崎
・

古
河
・

安
田
・

浅
野
・

住
友
ら
の

財
閥
一

家
も
、

東
海
道
沿
線
に

そ
っ

た
地
に

別
荘
づ

く
り
を
始
め
た
。

こ

う
し
た

別
荘
は
、

時
に

は
政
界
財
界
に

起
こ

る

台
風
の

目
と
な
る
こ

と
は
あ
っ

て

も
、

庶
民
に

は
無
縁
で

あ
っ

た
。

し
か
し

庶

民
も
ま
た
後
年
に

な
っ

て

ス

ピ

ー
ド
ア
ッ

プ
す
る

東
海
道
線
、

大
船
駅
か
ら
分
岐
し
て

開
設
さ
れ
た
横
須
賀
線
、

東
京
（
新
宿
）－
小

田
原
、

江
の

島
を
結
ぶ

小
田
原
急
行
電
鉄
、

藤
沢
－
江
の

島
－
鎌
倉
間
を
結
ぶ

江
ノ

島
電
鉄
な
ど
を
利
用
し
て

日
帰
り
海
水
浴
に

殺

倒
し
、

い

も
を
洗
う
よ
う
な
混
雑
が

湘
南
の

夏
の

風
物
と
な
っ

て

い

る
。

こ

れ
に

反
し
、

政
治
家
や
財
閥
の

別
荘
は
、

今
日
で

は
、

あ
る
い

は
料
亭
、

あ
る
い

は
ホ

テ
ル
、

あ
る
い

は

社
員
保
養
所
と
な
っ

て
、

往
昔
の

姿
は
な
い
。

湘
南
の

名
を
、

全
国
に

ひ

ろ
め

た
の

は
、

こ

う
し
た

湘
南
の

風
土
を
舞
台
と
し
た
数
々

の

小
説
で

あ
る
。

中
で

も
、

明
治
三
十
一
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年（
一

八
九
八

）十
一

月
か
ら
翌
年
五
月
ま
で

「
国
民
新
聞

」
に

連
載
さ
れ
た
徳
富
蘆
花
の

「
不
如
帰

」
は
、

天
下
の

子
女
の

紅
涙
を

し
ぼ
っ

た
も
の

で
、

中
で

も
逗
子
の

某
将
軍
の

別
荘
で

の

武
男
と

浪
子
の

別
れ
の

場
面
は
そ
の

ク
ラ

イ
マ

ッ

ク
ス

で

あ
っ

た
。

逗
子

の

浜
辺
は
全
国
に

知
れ
渡
っ

た
。

彼
は
ま
た
明
治
三
十
一

年
一

月
か
ら
短
文
の

随
筆
を
「
国
民
新
聞

」
に

連
載
し
て
、

逗
子
を
は
じ

め

湘
南
の

風
物
を
紹
介
し
、

や
が
て

「
自
然
と

人
生

」
と

題
し
た
一

冊
に

ま
と
め
ら
れ
、

人
々

に

読
ま
れ
た
。

彼
の

小
説
ほ
ど
で

は

な
い

が
、

全
国
の

知
識
人
に

湘
南
の

名
を
印
象
づ

け
た
。

ま
た
、

小
田
原
に

は
、

近
代
文
学
の

先
駆
者
北
村
透
谷
が
出
て

活
躍
し
た
が
、

明
治
三
十
年
代
に

は
、

村
井
弦
斎
・

斎
藤
緑
雨
・

小
杉
天
外
ら
が

移
り
住
み
、

彼
ら
を
訪
れ
て

文
士
が
小
田
原
に

来
る
こ

と
も
多
か
っ

た
。

弦
斎
は
「
食
道

楽

」
を
「
報
知
新
聞
」

に
、

天
外
は
「
魔
風
恋
風

」
を
「
読
売
新
聞

」
に

連
載
し
た
。

大
正
年
代
に

な
る
と
、

谷
崎
潤
一

郎
や
北
原
白
秋
も
小
田
原
に

住
ん

だ
。

こ

う
し
た

文
士
の

来
住
は
、

文
芸
の

上
か
ら
も
湘
南
の

名
を
高
か
ら
し
め
た
の

で

あ
る
。

㈦
　
日
露
戦
後
の

人
々

戦
勝
に
つ

づ

く

ス

ト
流
行
の

年

日
露
戦
争
の

勝
利
に

も
か
か
わ
ら
ず
、

戦
後
は
、

日
清
戦
争
直
後
と

同
じ
く
、

国
内
は
不
況
に

見
舞
わ
れ
、

労

働
争
議
も
ま
た
多
発
し
て
、

明
治
四
十
年
（
一

九
〇
七

）
に

は
、

全
国
に

わ
た
っ

て

二

百
三

十
八

件
に

の

ぼ

り
、

こ

の

う
ち
ス

ト
に

突
入
し
た
も
の

が
百
五
十
件
に

及
ん
だ
。

と
く
に

横
浜
で

は
当
時
の

新
聞「
万
朝
報
」五
月
十
二

日
付
紙
上
に
、
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「
横
浜
に

て

は
目
下
種
々

の

同
盟
罷
工

が

大
流
行
」
と

報
じ
た
。

二

月
二

十
七
日
に

は
、

横
浜
市
の

石
工

が
二

割
賃
上
げ
を
要
求
し

て

ス

ト
を
行
い
、

神
奈
川
方
面
の

石
工

に

も
呼
び
か

け
て
、

一

割
賃
上
げ
と

解
決
金
五
十
円
で

妥
結
し
た
。

三
月
八
日
に

は
、

横
浜

市
の

船
大
工

ら
が

船
工

組
合
を
通
じ
て

二

十
銭
の

賃
上
げ
を
造
船
業
組
合
に

要
求
し
、

一

か

月
に

わ
た
り
争
闘
の

上
要
求
を
獲
得
し

た
。

同
じ
月
に
、

横
浜
市
の

裁
縫
工

千
名
が

賃
上
げ
を
要
求
し
て

ス

ト
に

入
っ

た
。

四
月
十
二

日
に

は
浦
賀
船
渠
で
、

五
百
名
の

解

雇
に

反
対
し
て

「
不
穏
」
の

状
況
と

な
り
、

憲
兵
や
警
官
が

出
動
し
て

鎮
圧
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。

二

十
三
日
に

は
、

横
浜

市
の

麒
麟
麦
酒
会
社
の

製
箱
職
人
六
十
余
名
が
、

一

個
に
つ

き
二

銭
賃
上
げ
を
要
求
し
て

ス

ト
に

入
り
、

十
九
日
後
に

目
的
を
達
成

し
た
。

下
旬
に

は
、

横
浜
市
の

造
船
関
係
木
挽
職
人
が
、

十
五
銭
の

賃
上
げ
を
要
求
し
て
、

六
月
下
旬
ま
で

ス

ト
を
続
け
た
。

同
じ

こ

ろ
、

横
浜
市
の

印
刷
工
の

賃
上
げ
要
求
ス

ト
が

行
わ
れ
た
。

五
月
十
日
に

は
、

横
浜
市
の

糞
尿
汲
取
人
二

百
名
が

月
給
十
五
円
を

要
求
し
て

ス

ト
に

入
り
、

二

十
九
日
に

は
、

五
割
賃
上
げ
要
求
し
た
税
関
人
夫
九
百
名
が
ス

ト
を
行
い
、

各
所
に

ピ

ケ
を
は
っ

た
が
、

警
官
に

検
挙
さ
れ
、

ス

ト
三
日
後
に

要
求
の

半
額
で

妥
結
し
た
。

六
月
一

日
に

は
、

税
関
荷
馬
車
馬
丁
四
十
名
が
、

税
関
人
夫
ス

ト

に

同
調
し
て

ス

ト
に

入
り
、

四
日
に

八
銭
値
上
げ
で

解
決
し
た
。

七
日
に

は
、

横
浜
停
車
場
等
の

運
搬
人
夫
（
車
力

）
の

親
方
た
ち

が
、

一

割
賃
上
げ
を
要
求
し
、

八
日
に

は
、

横
須
賀
海
軍
工

廠
四
千
名
が
、

残
業
廃
止
か
ら

増
給
請
願
運
動
を
行
い
、

八
月
に

増
給

を
獲
得
し
た
。

十
六
日
に

は
、

横
浜
停
車
場
の

運
搬
人
夫
た
ち
が
、

二

割
五
分
の

賃
上
げ
を
要
求
し
、

委
員
五
十
名
を
選
ん
で

交
渉

し
た
。

七
月
二

十
九
日
に

は
、

横
浜
市
の

婦
人
服
裁
縫
職
人
（
中
国
人
七
十
名
、

日
本
人
二

十
名
）
が

労
働
時
間
の

延
長
に

反

対
し
て

ス

ト
を
行
い
、

八
月
一

日
に
、

親
方
の

宅
を
襲
っ

て

四
十
名
が

検
挙
さ
れ
て

敗
北
し
た
。

八
月
八
日
に

は
、

横
浜
給
水
会
社
の

船
夫
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二

十
四
名
が

賃
上
げ
を
要
求
し
て

ス

ト
を
行
っ

た
が
、

十
四
名
が

解
雇
さ
れ
て

敗
北
し
た
。

中
旬
に

は
、

東
海
道
線
の

車
掌
・

機
関

手
が
ス

ト
を
計
画
し
、

二

十
六
日
に

は
、

江
ノ

島
電
鉄
の

車
掌
・

運
転
手
の

二

十
余
名
が

解
雇
反
対
集
会
を
開
い

た
が
、

警
官
に

よ

り
解
散
さ
せ

ら
れ
た
。

九
月
九
日
に

は
、

浦
賀
船
渠
製
缶
工

百
五
十
四
名
が
、

残
業
・

休
日
出
勤
廃
止
反
対
の

ス

ト
に

入
っ

た
が
、

警
官
が

仲
介
し
て
、

翌
日
に

は
、

残
業
休
日
出
勤
継
続
で

妥
結
し
た
。

十
一

月
十
五
日
、

横
浜
港
艀
船
夫
八
百
余
名
が
、

三
割
賃
上

げ
を
要
求
し
て

ス

ト
を
行
い
、

十
八
日
に

は
、

横
浜
電
線
の

男
工

六
十
四
名
、

女
工

四
十
六
名
、

少
年
工

四
十
三
名
が
、

賃
上
げ
を

要
求
し
て

ス

ト
に

入
り
、

翌
日
要
求
を
容
れ
ら
れ
て

解
決
し
た
。

十
二

月
三
日
、

川
崎
町
の

日
本
製
糖
で

見
習
工
の

解
雇
に

反
対
し

て
、

人
夫
百
名
が

集
会
を
開
い

た
が
、

警
官
に

解
散
さ
せ
ら
れ
て

妥
結
し
た
。

七
日
に

同
社
の

常
雇
人
夫
が
、

会
社
の

人
夫
請
負
制

案
に

反
対
し
て

集
会
を

開
い

た
が
、

警
官
に

解
散
さ
せ

ら
れ
、

会
社
も
案
を
撤
回
し
て

解
決
し
た
。

四
日
に

は
、

残
業
の

割
増
賃
銀

不
払
い

の

た
め
、

横
浜
の

英
字
新
聞
「
ジ
ヤ
パ

ン
・

ヘ

ラ
ル

ド

」
の

印
刷
工

が
ス

ト
を

行
い
、

翌
日
に

は
、

ジ
ャ

パ

ン

・

ア
ド
バ

ァ

タ
イ
ザ
ー

」
の

職
工

も
ス

ト
を
行
っ

た
。

中
旬
に

は
横
須
賀
市
の

い

ろ
は
楼
の

娼
妓
十
余
名
が
、

自
分
た
ち
を

監
督
す
る

「
や
り

て

」
の

追
放
を
要
求
し
た
。

以
上
が

明
治
四
十
年
（
一

九
〇
七

）
に

お

け
る

県
下
の

労
働
争
議
の

大
勢
で

あ
る
。

そ
の

特
徴
は
、

海
軍
工

廠
等
の

造
船
軍
需
、

港

湾
関
係
に

多
く
、

近
代
産
業
が
そ
れ
に

つ

ぎ
、

女
性
や
少
年
工

も
団
結
し
て

闘
っ

て

い

る
こ

と
、

同
種
の

職
種
に

連
鎖
的
に

起
こ

っ

て

い

る
こ

と

な
ど
は
、

日
清
戦
争
後
に

組
織
化
の

す
す
ん
だ
職
工

組
合
の

連
帯
が
み
ら
れ
る
こ

と

を
し
め

し
て

い

る
。

ま
た
、

こ

れ

ら
の

争
議
に

対
す
る

警
官
の

干
渉
、

抑
圧
が

目
立
つ

こ

と
な
ど
を
あ
げ
る
こ

と
が
で

き
よ
う
。

に

も
か
か
わ
ら
ず
、

労
働
者
の

要
求
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が
不
十
分
な
が
ら
も
み
と
め

ら
れ
た
場
合
が

多
い

こ

と
は
、

当
時
の

労
働
者
の

苛
酷
な
労
働
事
情
を
、

官
憲
と
い

え
ど
も
認
め

ざ
る

を
得
な
か
っ

た
の

で

あ
ろ
う
。

こ

う
し
た

労
働
者
の

動
き
は
、

一

般
住
民
の

住
民
運
動
を
も
促
進
し
た
。

一

月
九
日
、

横
浜
市
吉
田
町
の

住
民
が
、

付
近
の

製
箱

工

場
の

騒
音
の

抑
止
を
県
庁
に

陳
情
し
た
り
、

五
月
二

十
日
に

は
、

橘
樹
郡
子
安
村
（
横
浜
市
神
奈
川
区

）
地
先
の

海
面
を

埋
め

立

て

て

セ

メ

ン

ト
工

場
を
建
設
し
よ
う
と

す
る

浅
野
総
一

郎
の

出
願
に
、

地
元
漁
民
の

反
対
運
動
が

激
化
し
、

五
月
二

日
に

は
、

子
安

村
住
民
約
四
十
人
が
、

横
浜
鉄
道
路
線
敷
地
へ

の

架
橋
方
を
県
庁
に

陳
情
し
、

七
月
に

は
、

神
奈
川
浦
島
町
（
横
浜
市
神
奈
川
区
）

の

住
民
が
、

付
近
の

塵
芥
焼
却
場
の

悪
臭
に

苦
情
を
申
し
立
て

て

い

る
。

十
月
に

は
、

神
奈
川
青
木
町
（
横
浜
市
神
奈
川
区

）
の

町

民
が
、

付
近
の

岩
井
製
油
所
の

騒
音
・

臭
気
・

振
動
・

火
災
に

反
対
し
、

百
余
人
署
名
の

陳
情
書
を
県
庁
に

提
出
し
た
。

農
民
の

歎

願
書
は
、

以
前
か
ら
そ
の

例
は

多
い

が
、

都
市
的
環
境
を
め

ぐ
る
こ

れ
ら
の

住
民
運
動
は
、

こ

の

こ

ろ
に

出
発
す
る
。

地
方
改
良
計
画

不
況
は
、

農
村
部
で

も
例
外
で

は
な
い
。

不
況
に

よ
る

租
税
滞
納
は
激
増
し
、

市
町
村
の

負
債
は
累
増
し
た
。

こ

れ
に

対
し

県
当
局
は
、

農
民
の

財
産
差
押
え
・

売
却
を
も
っ

て

滞
納
整
理
を
強
行
す
る
一

方
、

村
民
の

勤
労

進
取
・

自
主
更
生
を
促
す
地
方
改
良
運
動
を
促
進
し
、

県
知
事
を
会
長
に
、

県
内
務
部
長
を
副
会
長
と

す
る

県
地
方
改
良
会
を
つ

く

り
、

郡
町
村
ご
と
に
、

町
村
役
場
吏
員
・

教
員
な
ど
の

公
職
者
、

神
官
・

僧
侶
・

篤
志
者
・

有
力
者
を
会
員
と

す
る

支
部
を

設
け

る
と
い

う
、

上
か
ら
の

農
村
更
生
を
は
か

ろ
う
と
す
る
も
の

で

あ
っ

た
。

こ

の

地
方
改
良
計
画
は
、

町
村
の

基
本
的
財
産
の

増
額
、

納
税
成
績
の

改
善
、

小
学
生
の

就
学
率
の

向
上
、

農
事
改
良
の

実
行
、

青
年
会
の

改
善
を
柱
と
し
、

そ
の

た
め
、

例
え
ば
大
磯
町
で
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は
、

「
相
互
ノ

利
害
得
失
及
ビ

町
振
興
ヲ

図
ル

」
こ

と
を
目
的
と
す
る

成
年
会
、

「
青
年
ノ

品
行
方
正
ニ

シ

公
益
ヲ

計
ル

」
を
目
的
と

す
る

青

年
同
志
会
、

「
納
税
ノ

円
滑
ヲ

」
目
的
と

す
る
納
税
組
合
な
ど
の

公
益

団
体
が

組
織
さ
れ
た
。

こ

の

運
動
の

基
本
精
神
の
一

つ

と
し
て

と
り
上
げ
ら
れ
た
の

が
、

二

宮
尊
徳
の

報
徳
思
想
で
、

小
田
原
を
中
心
に

う
け
つ

が
れ
て

き
た
報
徳

社
は
、

内
務
省
・

農
商
務
省
の

官
僚
を
中
心
に
、

政
治
家
・

財
界
人
・

学
者
を
結
集
し
た
半
官
半
民
の

団
体
報
徳
会
に

つ

く
り
か

え
ら
れ
、

明

治
四
十
一

年
（
一

九
〇
七

）
八
月
、

小
田
原
で

開
か

れ
た

第
一

回
講
習

会
に

は
、

全
国
か
ら
二

千
人
以
上
も
集
ま
っ

た
と
い

う
。

県
で

は

改
良
運
動
に

す
ぐ
れ
た
成
績
を
あ
げ
た

町
村
や
改
良
会
の

会

員
を
表
彰
し
て
、

運
動
意
欲
を
あ
お
っ

た
。

足
柄
上
郡
南
足
柄
村
（
南

足
柄
市
）
・

共
和
村
（
山
北
町
）
は
、

そ
の

模
範
村
と
し
て

宣
伝
さ
れ
、

三
浦
郡
葉
山
村
・

高
座
郡
寒
川
村
・

足
柄
下
郡
吉
浜
村
（
湯
河
原
町

）

が
、

第
一

回
県
地
方
改
良
事
業
功
労
者
と
し
て

表
彰
さ
れ
た
。

川崎市麻生区細山の地方改良運動道路改良記念碑
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二
　
大
正
デ
モ

ク
ラ
シ

ー
の

波

㈠
　
デ
モ

ク
ラ
シ

ー

と
県
勢

打
ち
よ
せ
る

新
し

い

波

明
治
三
十
三
年
（
一

九
〇
〇

）
の

「
治
安
警
察
法
」
の

公
布
は
、

労
働
運
動
に

大
き
な
打
撃
を

与
え
、

労
働
運
動

は
、

労
働
者
の

政
党
を
組
織
し
て
、

政
治
運
動
に

よ
ら
ね
ば
不
可
能
で

あ
る
と

感
じ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ

た
。

労

働
者
保
護
法
制
定
の

た
め

に

も
、

納
税
高
に

よ
る

資
格
制
限
の

な
い

普
通
選
挙
が

必
要
だ
と
す
る

主
張
が
あ
ら
わ
れ
は
じ
め
た
。

明

治
三
十
二

年
（
一

八
九
九

）
東
京
に

普
通
選
挙
期
成
同
盟
会
が

結
成
さ
れ
、

社
会
主
義
者
と

民
主
主
義
者
と
が
一

つ

に

な
っ

て
、

全

国
的
な
大
衆
的
な
運
動
体
と
し
て

発
足
し
た
。

明
治
三
十
四
年
（
一

九
〇
一

）
に

な
る
と
「
二

六
新
報
」
社
が

主

催
し
て

第
一

回
の

日
本
労
働
者
大
懇
親
会
を
開
催
し
た
が
、

参
加
者
は
三
万
を
数
え
た
。

こ

の

懇
親
会
の

主
任
幹
事
を
普
選
同
盟
会
幹
事
が
つ

と
め

普

選
運
動
の

大
衆
的
出
発
点
と
な
っ

た
。

こ

の

会
合
に

は
横
浜
・

横
須
賀
・

浦
賀
な
ど
か
ら
九
百
人
が

参
加
し
、

揃
い

の

旗
章
、

揃
い

の

服
で

参
加
し
た
と
い

わ
れ
て

い

る
。

以
後
、

函
館
な
ど
で

も
こ

う
し
た
会
合
が

開
催
さ
れ
普
選
の

動
き
が

広
ま
っ

た
。

四
月
二

十

一

日
に

は
、

東
京
の

鉄
工

組
合
本
部
事
務
所
に

片
山
潜
・

幸
徳
秋
水
・

木
下
尚
江
・

安
部
磯
雄
ら
六
人
が

集
ま
っ

て

社
会
民
主
党
の

結
成
を
計
り
、

五
月
十
八
日
に

届
け
出
た
。

日
本
最
初
の

社
会
主
義
政
党
の

誕
生
で

あ
っ

た
が
、

こ

れ
は
治
安
警
察
法
適
用
の

第
一
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号
と

し
て
、

直
ち
に

解
散
を
命
じ
ら
れ
た
。

党
は

解
散
さ
せ

ら
れ
た
が
、

労
働
組
合
の

普
通
選
挙
の

実
現
の

決
議
は
相
つ

ぎ
、

普
通

選
挙
同
盟
会
の

強
化
が
す
す
め

ら
れ
た
。

七
月
に

は
横
浜
の

鉄
工

組
合
第
四
十
一

支
部
が
同
盟
会
に

加
入
し
た
の

を
皮
切
り
に
、

九

月
に

は
、

商
業
組
合
・

工

業
組
合
・

鉄
工

組
合
な
ど
の

七
十
余
人
が

集
ま
っ

て
、

同
盟
会
横
浜
支
部
設
立
発
起
会
を

開
き
、

「
内
外

商
事
通
報

」
社
長
牧
内
元
太
郎
の

肝
煎
り
で
、

横
浜
支
部
事
務
所
を
同
社
内
に

置
き
、

紙
面
に

よ
る
宣
伝
に

つ

と
め
、

二

十
八
日
に

は
、

横
浜
市
雲
井
座
に

片
山
・

木
下
・

幸
徳
・

政
友
会
代
議
士
河
野
広
中
ら
の

演
説
会
が

開
か
れ
て
、

聴
衆
三
千
人
が

つ

め

か

け

た
。

し
か
し
こ

う
し
た

運
動
に

対
す
る

官
憲
の

抑
圧
は
大
き
か
っ

た
。

明
治
三
十
三

年
（
一

九
〇
〇

）
に

は
、

最
初
の

普
通
選
挙
法

案
が

衆
議
院
に

提
出
さ
れ
た
の

も
、

こ

う
し
た
時
勢
に

押
さ
れ
た
も
の

で

あ
る
。

こ

の

時
は
否
決
さ
れ
、

普
選
同
盟
会
も
規
約
を
改

正
し
、

陣
容
を
立
て

直
し
て

次
の

活
動
に

そ
な
え
、

横
浜
グ
ル

ー
プ
も
中
央
の

情
勢
に

か
か
わ
り
な
く
活
動
を
つ

づ

け
た
。

活
動
の

中
心
は

荒
畑
寒
村
な
ど
の

横
浜
平
民
結
社
に

よ
っ

て

に

な
わ
れ
て

き
た
が
、

治
安
警
察
法
下
に

解
散
に

お
い

こ

ま
れ
た
。

し
か
し
、

す
ぐ
に

研
究
団
体

曙

会
と
し
て

会
を
再
興
さ
せ
、

運
動
を
つ

づ

け
た
。

明
治
三
十
九
年
（
一

九
〇
六

）、
比
較
的
自
由
主
義
的
な
西

園
寺
内
閣
成
立
を
期
に
、

日
本
平
民
党
・

日
本
社
会
党
が

結
成
さ
れ
、

と
も
に

普
選
連
合
会
に

加
入
し
て
、

こ

の

運
動
は
一

層
前
進

す
る
か
に

見
え
た
。

し
か
し
、

明
治
四
十
年
（
一

九
〇
七

）に
な
り
、

政
府
は
治
安
警
察
法
に

よ
っ

て

日
本
社
会
党
を
禁
止
し
、

日
刊

「
平
民
新
聞

」
の

発
行
を
も
禁
止
し
た
。

し
か
し

曙
会
は
こ

れ
に

届
せ

ず
、

研
究
集
会
を
毎
週
つ

づ

け
、

演
説
会
も
、

横
浜

賑

町

（
中
区

）
福
治
館
で
、

三
月
三
日
・

同
十
七
日
・

五
月
三
日
・

十
月
二

十
三
日
と

回
を
重
ね
、

毎
回
数
十
人
か
ら
二

百
数
十
人
の

聴

衆
を
集
め

た
。

曙
会
の

活
動
は
、

翌
年
に

も
つ

づ
い

た
。

官
憲
の

調
査
に

は
、

県
下
の

社
会
主
義
者
は
三
十
人
と
い

わ

れ

て

い

る
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